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■
平
和
へ
の
願
い
を
若
い
世
代
へ 

「
平
和
の
つ
ど
い
」
を
開
催

■
人
権
の
つ
ど
い　

市
民
大
学
特
別
講
座

市
で
は
11
月
24
日
、
第
2
回
平
和

の
つ
ど
い
と
戦
没
者
追
悼
式
を
堀
金

総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
３
０
０
人

が
参
加
。
第
１
部
の
戦
没
者
追
悼
式

に
は
、
遺
族
会
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
、追
悼
の
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

第
2
部
の
平
和
の
つ
ど
い
で
は
、

本
年
8
月
6
日
に
広
島
の
平
和
記
念

式
典
に
参
加
し
た
市
内
中
学
校

の
生
徒
20
人
の
代
表
7
人
が
、
戦
争

や
平
和
に
つ
い
て
作
文
に
ま
と
め
発

表
し
ま
し
た
。
続
い
て
矢
口
健た
け
ひ
こ

陽
児

さ
ん
（
穂
高
）
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ

の
戦
争
体
験
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。
矢
口
さ
ん
は
「
学
校
の
授
業
中

に
校
舎
近
く
に
落
と
さ
れ
た
爆
弾
の

爆
音
は
表
現
で
き
な
い
音
で
、
今
で

も
耳
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
」
と
当
時
を

振
り
返
り
「
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
発

表
を
聞
き
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
叔

父
た
ち
の
軌
跡
を
思
い
起
こ
し
、
広

島
を
訪
れ
て
み
た
い
。
再
び
戦
争
を

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
し
、
安
全
が

保
障
さ
れ
る
よ
う
活
動
を
生
涯
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

平和記念式典に参加して作文を発表する中学生

幅広い意見交換がされた（11/24 堀金）

人権作文コンテストの表彰

■
市
長
と
語
る
会
に
５
３
７
人
が
参
加

市
で
は
、
市
政
懇
談
会
「
市
長
と

語
る
会
」
を
11
月
3
日
か
ら
24
日
ま

で
市
内
5
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
市
長
・
副
市
長
・

教
育
長
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接

語
り
合
う
場
と
し
て
開
い
た
も
の

で
、
5
つ
の
会
場
で
延
べ
５
３
７
人

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
意
識
を
高
め
る
機
会

と
し
て
12
月
2
日
、「
人
権
の
つ
ど

い
講
演
会
」
を
豊
科
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
の
安
曇
野
地
区
入
賞
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

7
人
を
代
表
し
て
高か
お

思す
う
う
ん恩
さ
ん
（
三

郷
中
3
年
）
と
下
里
晃こ
う
き生
さ
ん
（
穂

が
参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
多
く
上
げ
ら
れ
た
テ
ー

マ
は
、
新
本
庁
舎
完
成
後
の
各
総
合

支
所
の
利
活
用
に
つ
い
て
で
、
こ
の

ほ
か
に
道
路
整
備
や
農
業
政
策
、
健

康
福
祉
政
策
な
ど
幅
広
い
地
域
課
題

に
つ
い
て
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が

高
東
中
3
年
）
が
作
文
を
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
、
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。

市
民
大
学
特
別
講
座
を
兼
ね
た

講
演
会
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
動

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江
川
紹

子
さ
ん
が
「
私
の
取
材
ノ
ー
ト
か

ら
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
江
川
さ
ん
は
、
え
ん
罪
事
件
や

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
取
材
経

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
5
会
場
で

の
概
要
を
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

窓
口
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
懇
談
会
の
模
様
は
12

月
29
日
、
30
日
の
両
日
、
あ
づ
み
野

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

験
か
ら
、
特
定
の
組
織
や
集
団
だ
け

で
ま
と
ま
る
こ
と
の
危
う
さ
を
指
摘

し
「
た
く
さ
ん
の
人
と
か
か
わ
り
を

持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
知
る
こ

と
で
、
相
手
の
立
場
を
理
解
し
、
人

を
思
い
や
る
心
が
養
え
る
と
思
い
ま

す
」
と
会
場
に
訴
え
ま
し
た
。
会
場

に
集
ま
っ
た
６
０
０
人
の
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

全市同じルールになりました。
12 月 20 日、豊科地域の

「線引き制度」が廃止

土地
利用

昭和 46 年 5 月から約 40 年にわ
たり豊科地域の土地利用制度の基
本ルールになっていた都市計画法
による「線引き制度」の変更（廃止）
が 12 月 20 日、長野県知事から告
示されました。

また、同日付けで旧 5 町村域ご
とにあった都市計画区域を統合し
た ｢安曇野都市計画区域｣ の変更およびその区域に係る整備
開発・保全の方針の決定告示がされました。

この決定を受けて、今後、豊科地域は市条例による土地利
用制度が適用されます。

豊科地域の用途地域、地区計画等はそのまま引き継がれま
すが、建築物の建築・開発事業、農地転用などの手続き・申
請および農地の固定資産税における課税方法などは、今まで
と変わる場合があります。

それぞれ個別の事案についてご不明な点は、次の窓口にご
相談ください。

○建築物の建築、開発事業等
豊科総合支所内建築住宅課

（472・3111 ㈹ 672・3569）
○固定資産税

豊科総合支所内資産税課
（472・3111 ㈹ 672・8340）

○農地転用
三郷総合支所内農業委員会

（477・3111 ㈹ 677・6060）
○農振除外

三郷総合支所内農政課
（477・3111 ㈹ 677・6060）

土地利用制度についての問い合わせ
豊科総合支所内都市計画課

（472・3111 ㈹ 672・3569）


